
訓練施設名　関西学研医療福祉学院

領域 形態 時間

講義 120

講義 225

講義 30

講義 音声・言語・聴覚医学 90

講義 195

講義 30

講義 45

講義 45

講義 15

講義 45

講義・演習 120

講義・演習 180

講義・演習 180

講義・演習 255

講義・演習 210

実習 520

講義 20

4

※上記以外に、国家試験対策　378時間　＊ホームルームが必要な場合、適宜追加されます。

言語聴覚障害学総論

失語・高次脳機能障害学

言語発達障害学

発声発語・嚥下障害学

聴覚障害学

訓練時間総合計　2329　時間　

小児聴覚障害Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、成人聴覚障害Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

補聴器・人工内耳、 視覚聴覚二重障害

音声障害、構音障害Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、嚥下障害Ⅰ、Ⅱ、吃音

臨床実習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ

就職

支援

就職セミナー

就職説明会

臨床実習

音響学

言語発達学

社会福祉・教育

科目

言語学

基礎医学

科目の内容

臨床医学

臨床歯科医学

心理学

専

門

分

野

言語聴覚障害概論Ⅰ、Ⅱ、言語聴覚障害診断学Ⅰ、Ⅱ

失語症Ⅰ-1、Ⅰ-2、Ⅱ、高次脳機能障害学Ⅰ、Ⅱ

言語発達障害Ⅰ-1、Ⅰ-2、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

専

門

基

礎

分

野

医学総論、解剖学Ⅰ、生理学、病理学

内科学、小児科学、精神医学、リハビリテーション医学、

耳鼻咽喉科学、臨床神経学Ⅰ、Ⅱ、形成外科学

臨床歯科医学

解剖学Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ

臨床心理学Ⅰ、Ⅱ、生涯発達心理学Ⅰ、Ⅱ、

学習・認知心理学、心理測定法

言語学

音声学

音響学、聴覚心理学

言語発達学

社会保障制度、リハビリテーション概論、

医療福祉教育・関係法規

音声学

委託訓練カリキュラム

訓練科名

訓練期間

訓練目標

仕上がり像

言語聴覚士養成科

令和7年4月1日～令和9年3月31日

（24か月）

就職先の

職務・仕事
言語聴覚士

厚生労働大臣指定の言語聴覚士養成課程のカリキュラムを中心に、座学での知識と実践に即した言語療

法技術を習得し、言語聴覚士に関する専門知識を持った人材を養成することを訓練目標とする。

言語聴覚士資格を取得し、医療施設、福祉施設、教育機関などにおいて、専門性を活かした職種への就職

を目指す。


